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平林丈明さん（穂高有明）
3.14 ～ 15災害救援物資輸送（第 1次）
で岩手県遠野市への灯油輸送に従事。
ＪＡあづみ灯油配送センター勤務。

松澤幸宏さん（堀金烏川）
3.18 ～ 19 遠野市への災害救援物
資輸送（第 2次）に会社の 4人と
共に従事。
有限会社　郷美興業勤務。

藤原陽子保健師　4.8 ～ 14
松本市・塩尻市・安曇野市
の合同チームの 1人として
岩手県陸前高田市竹駒地区
において保健師活動に従事。
（明科保健センター勤務）

それぞれが連携して

4.28えんがわ・ネットによるワークショッ
プ　市内ボランティアやＮＰＯ、社会福
祉協議会、市などが情報を交換した。「し
て欲しい支援とできる支援をどうつない
で行くかが課題」などと活発な意見が出
されました。

　市内で活動するボランティアやＮＰＯ、市民活動団体などが参加しているネッ
トワーク、「えんがわ・ネット」は 4月 28日、被災地ボランティアとして活動し
た人や、現在被災者を受け入れている人などから話を聞きながら、「今、何ができ
るのか」「これから、何をすべきなのか」を考えるワークショップを開きました。
　被災地で実際にボランティア活動をしてきた人からは、「圧倒的に人手が足りな
い」「色んなボランティアの仕方がある」「今後はきめ細かい活動が必要」などと
報告され、「今後、それぞれが連携しながら長く支援を続けていく事が大切」とし、
事務局の市社会福祉協議会からは、「ボランティアの情報提供や保険の手続きな
ど、まずは相談して欲しい」と話がありました。
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市の被災地支援状況　5月 12 日現在
◇義援金受付　36,682,166 円
◇避難者の受入状況　6世帯　20 人
◇住宅の提供　　　　36 件受付
◇就労情報の提供　　 4件受付
◇市拠出義援金　　　2,000 万円（岩手、福島、
宮城の 3県へ 1,500 万円、友好都市などへ 500 万円）

【関連情報】（13・19ページ）
被災市町村から避難されている皆様へ

5/2 ～ 7岩手県大槌町
現地でのボランティア活動
に市内から 26人が参加
安曇野市社会福祉協議会が
募集して実施

4/16 ～ 5/22 宮城県東松島市
職員のべ 4人
自治労復興支援活動
（行政事務支援、復興作業等、）以後継続

4/15 岩手県遠野市
市長ほか職員 3人訪問
義援金 226万円
（市から 100万円、
職員から 126万円）

4/15 宮城県多賀城市
市長ほか職員 3人訪問
義援金 100万円

4/20 長野県栄村
副市長ほか職員 2人訪問
義援金 200万円

5/9、10 福島県郡山市、南相馬
市　市長ほか職員 3人訪問
南相馬市へ義援金 100万円

4/8 ～ 14岩手県陸前高田市
保健師 1人　災害派遣によ
る松本市・塩尻市・安曇野
市合同チーム（保健師活動、
5/12 以降も派遣）

4/30 ～ 7/31 福島県郡山市
（富岡町役場機能移転先）
職員のべ 26人
全国市長会職員災害派遣
（行政事務支援等）

4/5 ～ 12宮城県多賀城市
水道関係職員 4人
長野県第 5次派遣部隊
（給水活動）

～～～電力消費を抑えよう～～～
この夏、東日本大震災や浜岡原子力発電所停止の影響で電力

不足が懸念されています。例年夏に電力消費のピークを迎える
ことから、市民・事業者・行政が一体となって節電に取り組み
ましょう。
●節電のためのアクション
□ 冷房時のエアコンの設定温度は 28℃を目安に
□ 身の周りの余分な照明を消す
□ 使わないときは電化製品の主電源を切る。コンセントのプラ
グを抜く

□ 冷蔵庫に物を詰め過ぎない。設定温度は弱める
□ 洗濯物はまとめ洗いする
□ 乾燥機や電気便座は極力使わない
・・・それぞれの工夫により、節電に取り組みましょう！
皆さん一人一人の節電アクションが、大きなうねりとなり、電
力消費をおさえることに繋がります。
生活環境課環境保全係　482・3131 682・6622

がんばろう日本

～被災地への支援に赴いて

Report　東日本大震災、長野県北部地震関連


